
関西鉄道贅沢旅

今回のＣｈａｌｌｅｎｇｅ21は

京阪神間を走る阪急・阪神・山陽・ＪＲは、以前から通常とは異なる車両を用い

た特急であっても無料であった。並走する競合他社とのつばぜり合いであり、「タ

ダほど安い」という当たり前の庶民感覚とのマッチである。

しかし！今回の取材対象となるのは、特急料金であるとか、座席指定料金である

とか何らか運賃以外の料金が発生する列車である。それ故の「贅沢」なのである。

なお、今回は取材対象が広く、全ての贅沢列車に乗ることは時間的にも経済的に

も負担が大きいことを懸念して各自取材とした。

対象の列車は

１．専用車両を用いた有料の特急列車

前述の京阪神を除くと、南海や近鉄のように都市部と距離のある観光地を結ぶ鉄

道の特急列車は有料のものが多い。近鉄の場合は都市と都市を結ぶ路線もあるが、

大阪・名古屋間など距離が長い場合が多い。そのため同じ路線を走る普通列車や急

行列車とは異なる特急専用車両を用意している。

近鉄の「アーバンライナー」やＪＲの特急列車などが該当する。

面白いのは南海の「サザン」で、８両編成のうち４両が特別車両を用いた指定席

車両、残りが普通の車両を用いた自由席車両となっている。

２．専用車両を用いた観光列車

観光地へ向かう車両には、豪華な内装仕様であったり、特別のサービスが受けら

れる列車がある。近鉄であれば、伊勢へ向かう「しおかぜ」、吉野へ向かう「青の

交響曲」、南海の「こうや」等である。嵯峨野観光鉄道もこれに分類されるだろう。

３．専用車両を用いた特急列車の中に特別を付与した車両

近鉄の「アーバンライナー」や「伊勢志摩ライナー」「さくらライナー」、南海の

「ラピート」などのように、特急車両の中にさらにデラックスシートなど、他の乗

客との差別化を図る目的の車両や座席を組み込んだものがある。

４．無料の速達列車の中に着席を確保した車両

冒頭に述べた京阪神間の速達列車であるが、座席指定という概念を導入した。

もちろん内装も特別仕様である。京阪のプレミアムカーに始まり、ＪＲが新快速に

Ａシート車両を追加、そして本年、阪急がプライベース車両を追加。

途中乗車でも着席が保証され、快適に移動したいという需要に応えている。
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